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1. 編修の基本方針

編修趣意書

美術が、人を、社会を変えていく
「美術Ⅰ」では、美術の基礎的な力や、生涯にわたり美術を愛好する心情を育み

ました。「美術Ⅱ」では、「美術Ⅰ」の学習を基礎とし、主体性や独自性を生かして取
り組みながら、美術と生活や社会とのつながりを感じ取れるよう、次のことを基底
において編修しました。
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特 色 1 特 色 2 特 色 3

各題材において、作品の発想のし
かたや生徒の作例などを示し、生
徒たちがみずから作品の主題を生
み出せるようにしました。また、
作家のスケッチブックを鑑賞する
ページを新たに設けました。作家
の制作過程について知り、自分の
表現に生かすことができます。

― 日本の美術について、
より深く学ぶことの
できる教科書です。

美術文化への
理解をさらに深める

― 発想を広げる手立てや
制作の過程を、詳しく紹介

している教科書です。

主題生成のための
手がかりを示す

― 最新の技術を生かした作例や、
社会の課題を解決する取り組みを

取り上げた教科書です。

美術の可能性や
役割について

考える

生成AI を活用して制作された作
品を掲載したり、環境問題や防災
といった社会課題と向き合う題材
を設定したりすることで、美術の
可能性に目を向けるとともに、生
活や社会における美術の役割につ
いて考えることができるようにし
ました。

伊藤若冲の作品「動植綵絵」を鑑
賞する題材を新たに設定し、作品
が描かれた背景や表現の特徴を詳
しく解説しました。また、日本の
現代美術やデザイン、建築を扱う
年表を新たに設け、特に日本の美
術史について、より一層理解を深
めることができるようにしました。



生徒の作例や制作過程などを紹介する「発想のヒント」
や、作家が作品を制作する過程を詳しく紹介した「作家
の手法」を随所に設けました。

P.8〜9「心の中の風景を描く」

主題生成のための手がかりを示す
― 発想を広げる手立てや制作の過程を、詳しく紹介している教科書です。

特 色 1

表現のための手がかりが充実しています。
紙面構成

生徒作品とともに、制作過程やアイデアスケッチ、作者の言葉な
どを掲載しました。生徒が作品を発想する際のヒントにすることが
できます。

●発想のヒント
生徒の発想や構想のヒントになるよう、作家が作品をどのように発
想し、どうつくりあげていくのかを詳しく紹介しました。

●作家の手法

作家の手法 一覧

○ 杉戸 洋（P.9「心の中の風景を描く」）
○ 目[mé] （P.23「不思議な空間をつくる」）
○ 色部義昭（P.51「統一感のあるデザイン」）

どちらも、発想を広げたり、
制作を進めたりするときの参
考になる内容だね。
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P.54〜55「防災のデザイン」

美術の可能性や役割について考える
― 最新の技術を生かした作例や、社会の課題を解決する取り組みを取り上げた教科書です。

特 色 3

美術文化への理解をさらに深める
― 日本の美術について、より深く学ぶことのできる教科書です。

特 色 2
「作品を読み解く 動植綵絵」では、作品が描かれた背景や表
現の特徴を詳しく解説しました。また、二次元コードから鑑賞
を深める解説動画や作品の画像データを見ることができます。

鑑賞のポイントを丁寧に解説しました。
作品を読み解く

教科書の紙面と、動
画や画像データとを
合わせて鑑賞するこ
とで、学びを深める
ことができるよ。

新しい題材を随所に設けました。
新規の題材

防災などの社会課題を扱う題材や、生成AIなど、新しい技術を生
かして制作された作品を扱う題材を新たに設けました。

P.68〜69「映像表現の広がり」

P.12〜14
「作品を読み解く 
  動植綵絵」

造形的な見方・考
え方を育てるととも
に、 作者や作品に
ついての理解を深
めることのできる内
容になっています。

二次元コードから、作品について
短時間で学ぶことができる解説動
画や、「動植綵絵」全30幅の画
像データを見ることができます。
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2. 対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

 はじめに
�美術の活動へと誘う「人を、社会を変えていく」という文章を掲載し、生徒が真理を求める態度を養い、豊かな情操
と道徳心を培うよう配慮した。【第一号】 P.2-3

絵画・彫刻

生徒自身が考え、判断し、真理を求めようとする態度を養うために、各題材に目標を明示した。【第一号】 P.6-27

�互いの価値観を尊重しながら創造性を培うことができるよう、さまざまな発想のもとでつくられた作品を掲載するとと
もに、適宜「作者の言葉」を添えた。【第二号】 P.4-34

現在活躍している作家を取り上げ、作品をつくるうえでの考えや制作過程を紹介した「作家の手法」を掲載し、作
家としての生き方に触れ、勤労を重んずる態度を養うよう配慮した。【第二号】

P.9
P.23

公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うために、公共空間に設置さ
れた作品を取り上げた。【第三号】

P.23
P.27
P.33-34

生命を尊び、自然を大切にする態度を養うため、生き物や自然物などを表した作品を掲載した。【第四号】 P.10-17

伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うため、我が国で大切にされてきた美
術文化を積極的に掲載した。【第五号】

P.12-17
P.32-34

デザイン

生徒自身が考え、判断し、真理を求めようとする態度を養うために、各題材に目標を明示した。【第一号】 P.44-55

互いの価値観を尊重しながら創造性を培うことができるよう、さまざまな発想のもとでつくられた作品を掲載するとと
もに、適宜「作者の言葉」を添えた。【第二号】 P.43-60

現在活躍している作家を取り上げ、作品をつくるうえでの考えや制作過程を紹介した「作家の手法」を掲載し、作
家としての生き方に触れ、勤労を重んずる態度を養うよう配慮した。【第二号】 P.51

公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うために、サインや空間デザイ
ン、建築など、公共の場におけるデザインの働きを取り上げた。【第三号】

P.46-51
P.60

自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うため、環境に配慮したデザインを鑑賞する題材を設定した。
【第四号】 P.52-53

伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うため、我が国のデザインの発展につ
いてまとめた年表を掲載した。【第五号】 P.58-59

 映像メディア表現

生徒自身が考え、判断し、真理を求めようとする態度を養うために、各題材に目標を明示した。【第一号】 P.62-69

豊かな情操と道徳心を培うとともに、健やかな身体を養うために、新体操の公演の演出の例を掲載した。【第一号】 P.68

互いの価値観を尊重しながら創造性を培うことができるよう、さまざまな発想のもとでつくられた作品を掲載するとと
もに、適宜「作者の言葉」を添えた。【第二号】 P.61-69

資料

技法や用具の使い方、発想の広げ方などを掲載し、生徒自身が必要に応じて参照することで、自主及び自律の精神
をもって学習を進められるように配慮した。【第二号】 P.71-73

我が国の伝統と文化とともに他国を尊重する態度を養うため、日本および諸外国の美術史についての解説を掲載し
た。【第五号】 P.74-75
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1. 編修上特に意を用いた点や特色

学習指導要領との対照表
※受理番号 学校 教科 種目 学年

107-133 高等学校 芸術科 美術Ⅱ
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

38　光村 美Ⅱ　038-901 美術 2

編修趣意書

主題生成のための手がかりを示す
― 発想を広げる手立てや制作の過程を、詳しく紹介している教科書です。

特 色 1

・「画家」「彫刻家」「デザイナー」「建築家」のスケッチを掲載しました。身近なモチーフを描いたも
　の、作品の構想をまとめたものなど、多様なスケッチを鑑賞し、表現の参考にすることができます。

さまざまな作家のスケッチブックを紹介

作家のスケッチブック

P.36〜39「作家のスケッチブック」

動画で詳しく紹介
二次元コードから、掲載したスケッチブックの
他のページに、何が描かれているのかを紹介
する動画を見ることができます。

「青木野枝のスケッチブック」

題材とのリンク
解説文とともに、題材とのリンクを示しました。リ
ンク先のページには、その作家が制作した完成
作品を掲載しています。

風合いのある用紙
スケッチブックを思わせるような、風合いのある用
紙を使用しています。
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美術文化への理解をさらに深める
― 日本の美術について、より深く学ぶことのできる教科書です。

特 色 2
年表

日本の美術についての年表を新設

・「日本現代美術史年表」、「日本デザイン史年表」、「戦後日本の建築」の三つの年表を新たに設け
　ました。近現代の日本の美術史について、理解をより深めることができます。

美術の可能性や役割について考える
― 最新の技術を生かした作例や、社会の課題を解決する取り組みを取り上げた教科書です。

特 色 3
新しい題材

エンジニアリングを生かして制作された作品や、環境負荷を軽減するデザインを掲載

・数学や物理学などの知識や科学技術を応用してものをつくる「エンジニアリング（工学）」を生かして制作された美
　術作品や、環境問題に取り組んだデザインの例を掲載しました。

P.28〜29「美術とエンジニアリング」 P.52〜53「環境に配慮したデザイン」

P.32〜33
「日本現代
美術史年表」
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編集上の留意点

教育基本法・
学校教育法との対応

・ �教育基本法、学校教育法の理念を踏まえ、美術の学習を通して幅広い知識と教養を身につけ、さらに「思考力・判断
力・表現力」や「学びに向かう力」など、生きる力を支える能力を養えるよう配慮しました。

学習指導要領との対応
・ 学習指導要領の目標および内容をもれなく指導できるよう、題材を選定・作成しました。
・ �各題材の目標を明確にし、表現や鑑賞の活動を通して「発想や構想に関する資質・能力」、「技能に関する資質・能力」、

「鑑賞に関する資質・能力」を着実に身につけられるよう、全体を通して系統的に配列しました。

題材の配列・分量
・ �「絵画・彫刻」「デザイン」「映像メディア表現」の分野ごとに全体を構成し、生徒が学習の内容をイメージしやすいよう配

慮しました。また巻末に、材料と用具や美術史に関わる内容をまとめた資料を設けて、生徒が必要に応じて活用できるよ
うにしました。

掲載作品の選定 ・ 発達段階や生徒の学習意欲を喚起することを考慮して、作品を選定しました。
・ �特に発想・構想のしかたに着目して選定した生徒作品を随所に掲載しました。

主体的・対話的で
深い学びへの対応

・ 各題材の作品の掲載意図を明確にし、生徒が主体的に学習に取り組めるようにしました。
・ �作家の制作過程を詳しく示すことで、「自分ならどういう作品をつくりたいか」と主体的に考えられるよう、工夫しました。

〔共通事項〕への対応 ・ 各題材に適宜、〔共通事項〕に関わる問いかけや解説を入れ、生徒が〔共通事項〕を意識できるようにしました。
・ �巻末資料で、色彩など〔共通事項〕に関わる内容を取り上げました。

ICTの活用
・ 二次元コードから、鑑賞を深める資料や表現に必要な技法の資料などを視聴できるようにしました。
・ 高校生がICT機器を用いて制作した作品を掲載するなど、端末を効果的に活用するイメージがもてるようにしました。
・ �生成AIを活用する際の注意点について、個人情報保護の観点や、著作権の意味を踏まえて紹介しました。

SDGsとの関連 ・ �美術とSDGsとの関連を意識して学ぶことができるよう、環境に配慮したデザインを鑑賞する題材などを設定しました。

伝統・文化の
取り上げ方 ・ 日本美術を大きく取り上げてそのよさを感じ取らせる工夫をし、我が国と郷土を愛する姿勢を育成できるようにしました。

多様性の尊重 ・ 掲載作品は、地域や時代、性別に偏りが出ないように配慮し、選定しました。

特別支援教育への配慮
・ �特別支援教育やカラーユニバーサルデザイン（色覚特性）の観点から、教科書の全てのページについて専門家の校閲を

受けました。
・�図版と図版の間を空けたり、罫線を引いたりして、境界を明確に区別できるようにしました。

製本・印刷など

・ �鑑賞図版や文字が鮮明に印刷できる、発色のよいコート紙を使用しています。
・ �環境への負荷が少ない、用紙・植物油インキを用いています。
・ �製本は堅牢で、生徒がページを開きやすいよう綴じ方も工夫しています。
・ �「作家のスケッチブック」のページには、スケッチブックを思わせる風合いのある用紙を使用しています。

教科書の特色
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図書の構成・内容
学習指導要領の内容

該当箇所
A　表現 B　鑑賞 〔共通事項〕 内容の取扱い

はじめに 人を、社会を変えていく （1）ア（ア） （1）アイ （3） P.2-3

絵
画
・
彫
刻

絵画・彫刻の扉 （1）ア（ア） （1）アイ （3） P.4-5

心の中の風景を描く （1）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（ア）イ（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.6-9

生き物を表す （1）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（ア）イ（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.10-11

作品を読み解く「動植綵絵」 （1）ア（ア）イ（イ） （1）アイ （3） P.12-15

時代を超える琳派 （1）ア（ア）イ（イ） （1）アイ （3） P.16-17

人物を描く （1）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（ア）イ（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.18-19

素材と向き合う （1）ア（ア） （1）アイ （3） P.20-21

不思議な空間をつくる （1）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（ア）イ（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.22-23

版表現の可能性 （1）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.24-27

美術とエンジニアリング （1）ア（ア）イ（ア） （1）アイ （3） P.28-31

日本現代美術史 年表 （1）ア（ア）イ（イ） （1）アイ （3） P.32-34

作家のスケッチブック
（1）ア（ア）（イ）イ（ア）
（2）ア（ア）（イ）イ（ア）

（1）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）アイ （3） P.35-42

デ
ザ
イ
ン

デザインの扉 （1）ア（イ）イ（ア） （1）アイ （3） P.43

椅子のデザイン （1）ア（イ）イ（ア） （1）アイ （3） P.44-45

心地よい空間をつくる （2）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（イ）イ（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.46-47

作品を読み解く 
ル・コルビュジエの建築

（1）ア（イ）イ（ア）（イ） （1）アイ （3） P.48-49

統一感のあるデザイン （2）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（イ）イ（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.50-51

環境に配慮したデザイン （1）ア（イ）イ（ア） （1）アイ （3） P.52-53

防災のデザイン （2）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（イ）イ（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.54-55

世界に羽ばたく日本のファッション （1）ア（イ）イ（ア）（イ） （1）アイ （3） P.56-57

日本デザイン史 年表 （1）ア（イ）イ（ア）（イ） （1）アイ （3） P.58-59

戦後日本の建築 （1）ア（イ）イ（ア）（イ） （1）アイ （3） P.60

映
像
メ
デ
ィ
ア
表
現

映像メディア表現の扉 （1）ア（ア）イ（ア） （1）アイ （3） P.61

写真表現の可能性 （3）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（ア）イ（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.62-65

映像表現の広がり （3）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）ア（ア）（イ）イ（ア） （1）アイ （1）（2）（3） P.66-69

資
料

学習を支える資料一覧
（1）ア（ア）（イ）イ（ア）
（2）ア（ア）（イ）イ（ア）
（3）ア（ア）（イ）イ（ア）

（1）ア（ア）（イ）イ（ア）（イ） （1）アイ （3） P.71-75

あとがき （1）ア（ア）（イ）イ（ア）（イ） （1）アイ （3） P.76-77

2. 対照表
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